
知的資産経営報告書は現在までの集大成
北星鉛筆株式会社

　平成26年10月から平成27年6月まで、北星鉛筆（株）は都産技研、東京都民銀
行と定期的にミーティングを行い、知的資産経営報告書を作成しました。代表取締役
社長 杉谷 和俊氏と専務取締役 杉谷 龍一氏に報告書作成のプロセスとその効果
について、伺いました。

①経営理念 ②経営戦略

交流連携室＜本部＞　TEL 03-5530-2134お問い合わせ

製品紹介

　当社は、鉛筆の製造を中心に、さまざま
な商品を開発しています。中小の鉛筆製
造企業が集中する東京都葛飾区で、約
30社の部分加工業者とネットワークをつく
り、地域の鉛筆製造業の活性化にも取り
組んでいます。

代表者／代表取締役社長　杉谷 和俊
創　業／昭和26年１月
所在地／東京都葛飾区四つ木1-23-11
U R L ／ http://www.kitaboshi.co.jp/

会社概要

代表取締役社長

Message

杉谷 和俊氏 杉谷 龍一氏

知的資産経営
支援の紹介

　知的資産とは、企業の競争力の源
泉となる人材・技術・組織力・ブラン
ドなどの目に見えない強みのことで
す。そして、企業固有の強みを認識し
て有効に活用することで、収益につ
なげる経営を「知的資産経営」と呼
び、都産技研ではその実現に向けた
支援を行っています。

　企業は、知的資産経営講座を通じ
て、財務諸表などのように直接数値とし
て表れてこない知的資産を見える化し、
経営に活用するために知的資産報告
書を作成します。この見える化の作業を
通じ、自社の知的資産への理解度を深
めることで、業務改善や事業改革を図
る際に取るべき戦略を明確にすること
ができるのです。
　講師の森 和男特任技術アドバイザー
が、現地調査からその後のヒアリング、自
社の強みの分析、知的資産経営報告
書の作成までを一貫してサポートしてい
ます。
　今回ご紹介する北星鉛筆（株）は、需
要が減少している鉛筆市場で、自社の
強みをどう新たな価値の提供に結びつ
けていくかを改めて明らかにするため
に、都産技研の連携機関である東京都
民銀行の協力も得て、報告書を作成し
ました。

目に見えない知的資産を
知的資産経営報告書で見える化

自社の強みから新たな経営戦略を得る
知的資産経営講座
　平成23年度から開始した「知的資産経営講座」。この講座を通じて、自社の知的資産をしっかり把握
し、活用することによって、業績向上に結びつけていくことを目的としています。

利用企業の声

　報告書は、経営理念・方針を明ら
かにすることから始まります。まずは、自
社のルーツを考えることが大切です。
「なぜこの会社ができたのか」起業の
理由や自社の存在意義、自身が抱く
使命感を見つめ直すのです。次に、会
社が存続するためには何が必要なの
かを考えます。そこから自ずと改善点が
見えてきます。
　「鉛筆製造の需要は低下していま
すが、鉛筆産業は今後も生き残れる産
業だと、私は確信しています」（杉谷 和
俊氏）。

自社のルーツを再確認し、
起業の理由を考える

　次に、これまでの経営戦略のポイン
トを簡潔にまとめます。北星鉛筆（株）
では、製造時に発生するおがくずを活
用した粘土「もくねんさん」の開発を進
めるなど、産業廃棄物を再資源化する
循環型鉛筆産業システムを構築して
います。
　また、平成元年に四つ木工場を建
て替えて以降、地元の小学校や修学
旅行などの工場見学を積極的に受け
入れ、事業を通じた社会貢献にも取り
組んでいます。
　さらに、中国やインドネシアから安価
な材料の調達にも取り組んでいます。

環境や教育への貢献に加え、
原料調達力に真価を発揮

自社のルーツを再確認し、

②経営戦略

環境や教育への貢献に加え、

　続いて、製造工程まで含めた主力
商品の紹介です。「工場見学に来る子
どもたちのために、映像や資料をまとめ
ていたことが、今回の報告書の作成に
役立ちました。
　自社の取り組みを第三者にもわかる
ようにまとめることには、業務改善につ
ながるというメリットもあります。また、自
社の製造工程を改めてしっかり把握で
きるので、あいまいな顧客対応が減り、
信頼獲得やトラブル予防にもつながり
ます」（杉谷 龍一氏）。

第三者の視点で
自社の取り組みを整理

社内要因・外部要因を
見えるカタチでまとめる

　知的資産分析を通じて、独自の鉛筆哲学に従って企業存続を考える経営
陣の存在が、次 と々新しい鉛筆の魅力を創出していることや独自技術の開発、
地域鉛筆産業の振興に貢献していることが見えてきました。同社は、こうした知
的資産を組織化し、地域鉛筆産業全体へ貢献する知的資産として、さらに発
展させる考えです。これにより、地場産業発展における同社の果たす役割が今
後ますます期待されます。

講師からひとこと

「大人の鉛筆」
鉛筆とシャープペ
ンシルの良いとこ
ろを持ち合わせた
商品。

「大人のもちか
た先生。」
筆記具の正しい
持ち方を身に付け
ることができます。

特任技術アドバイザー  森 和男

　事業戦略やマーケティング戦略を
SWOT分析から導き出します。「報告
書をまとめるにあたって、自社の強みや
弱みについて、全社員にアンケートを
取りました。多くの意見を集約して、自
社の状態を客観的に把握することが
できました。結果のまとめ方や表現、構
成の仕方は、都産技研と東京都民銀
行にアドバイスをいただきながら作成し
ました」（杉谷 龍一氏）。

③商品案内（製造工程の流れ） ⑤SWOT分析

　「私たちは、今回報告書をまとめる過
程の中で、改めて自社のルーツや製品
に込めてきた想いを再確認することが
できました。私が社員にむけて伝えてき
たつもりが、伝わりきっていなかったこと
もあるとわかり、意義のある取り組み
だったと思います」（杉谷 和俊氏）。

専務

　製品の特長を分析し、他社との差別
化を図ります。「鉛筆製造は分業が主
流ですが、当社では、芯を除いて一貫
製造しています。さらに、商品開発にお
いては、＋αの価値をつけることに注力
しています。例えば『大人の鉛筆』は、木
目調のシャープペンシル本体の中に鉛
筆の太芯を入れたことで鉛筆のように
書けます。また、『大人のもちかた先
生。』は、ペンや鉛筆に取り付けると、鉛
筆の正しい持ち方が身に付きます」（杉
谷 龍一氏）。

他社との差別化を図る
重要なポイント

④自社の強み
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